
 

  

 

 

新見駅周辺まちづくり基本方針（案） 

地
区
の
現
状
・
問
題
点 

 

・居住人口は年々減少しており、空き店舗や空き家が増加している。 

・ＪＲ新見駅は３線が結する要衝駅であるが、近年乗車人員数は減少している。また、駅の 
バリアフリー化が課題となっている。 

・駅からのバスの本数が少ない。 

・駅から駅南側へのアクセスが不便である。 

・県内でも有数の来場者数を誇る新見美術館があるが、バリアフリーへの対応や、アク 
セス面で課題がある。 

・駅周辺に子ども、学生が集まって過ごせる場所や待ち時間を有意義に過ごせる場所がない。 

・親水公園や護岸の壁画など高梁川周辺は整備されており、川を身近に感じることがで 
きる。 

・昔ながらの趣ある商店街があるが、近年はものさみしい雰囲気である。 

・観光や周辺のお店の情報が分かりにくく、他のスポットへの周遊性が乏しい。 

・川沿いの県道が狭く、歩きにくい。 

 

・新見公立短期大学地域福祉学科と幼児教育学科（２年制）が新見公立大学（４年制）
へ再編され、また定員の増加により学生数が増加している。 

・駅西エリア整備事業が進行している。 

・令和元年９月集中豪雨により、新見駅周辺で土石流や床上浸水の被害発生。 

地区の現状 

地区を取り巻く状況 

求
め
ら
れ
る
対
応 

➊ ＪＲ新見駅周辺の再興を目指した、駅周辺における拠点形成、賑わい

づくり 

➋ バリアフリー化等を含めた、公的施設の継続的な運営 

➌ 駅周辺エリア内のネットワーク強化と、駅へのアクセス利便性向上 

➍ 観光客等来訪者への分かりやすい情報提供とおもてなし 

➎ 若者や子育て世代から高齢者までそれぞれが、気軽に集い楽しめる  

場の整備 

➏ 駅周辺において、有意義な待ち時間を過ごせる滞留空間の確保 

➐ 既存ストックを用いた、まちの新たなコンテンツづくり 

➑ 学生をはじめ、地域の担い手となる人材の豊富さを活かした取組 

➒ 自然資源の活用と災害対策 

まちづくり
のテーマ 

基本目標 
（将来像） 

まちづくり方針(方向性) 取 組 例 施策分野 

み
ん
な
に
や
さ
し
い 

み
ん
な
が
た
の
し
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み
ら
い
に
つ
な
げ
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ち
づ
く
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新
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み
ん
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で
住
み
継
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活
気
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ふ
れ
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ま
ち 

上
位
計
画
の
位
置
づ
け 

第３次新見市総合計画（令和２年６月策定) 新見都市計画区域マスタープラン（平成29年３月･岡山) 

即する 

 
           未来につなぐ「産業･健康･自然」共生のまち･にいみ 
 

１．土地利用の方針（抜粋） 

・新見駅周辺におけるにぎわい・交流空間の整備 ・立地適正化計画を活用した都市機能の集約 

・中心市街地周辺の商業･業務地の検討          ・居住ニーズに合わせた住環境づくり 

 

 

【地域の将来像】市の玄関口として、にぎわい･交流の創出及び子育てを支える都市環境づくり 

新見市都市計画マスタープラン（令和２年 11 月策定） 

都市づくりの将来像 

全体
構想 

地域別構想（新見駅を中心とした西方･高尾地域） 

即する 

①車から人中心の道路空間への転換に向けた社会実験 

②利活用しやすい公共空間のルール作り 

③Wi-Fi 環境、イベント等に必要なインフラ整備 

④■■デザインされたベンチやいす、屋根(パラソル)などの設置 

⑤■▲ウォーキングや散歩コースの案内の設置 

⑥ユニバーサルデザインに沿った道路空間の整備 

➊新見駅西エリア整備事業における交流空間整備 

②■■■▲芝生やコンテナの設置による多機能広場の整備 

③■■■▲若者から高齢者までそれぞれが集える場の確保 

④■■勉強・仕事等が行える静かなスペースの整備 

⑤■■▲お茶やコーヒーが楽しめるスペースの確保 

⑥■■■定期的な屋台村や物産展などのイベント開催 

⑦新たな交流を生み出すサードプレイスづくり 

 
2-1．歩いて楽しい 

屋外空間づくり 

2-2．みんなが 
集える拠点づくり 

みんなで 

使い続けられる

心地よい 

居場所づくり 

方 

針 

２ 
①子育て広場の開催 

②子どもが遊べる（仮）わいわい広場の設置 

③新見保育所等と連携した様々な保育サービスの提供 

①新見美術館を活かすまちづくりの検討 

②■▲駅周辺でのアートイベント、アートギャラリーの開催 

①■川辺でのイベント開催 

②川の眺望を楽しめる空間づくり 

 

3-3．子育て環境の充実 

3-1．芸術を取り入れた 
まちづくり 

3-2．高梁川を活かす 
まちづくり 

自然の中で 

豊かな感性を 

育む 

方 

針 
３ 

➊災害に配慮した適切な土地利用の促進 

➋拠点施設の防災機能、防災体制の強化 

 5-1．安心・安全な 
駅周辺エリアの形成 

暮らしの基盤を 

整える 

方
針

５ 

多
様
な
感
性
の
交
流
が
生
ま
れ
続
け
る
場 

●：既存計画に位置づけられた施策や既に進行中の事業 

〇：ワーキンググループ等で出た意見  

➊「新見駅周辺の居場所づくり創造事業」の推進 

②学生が参加できるまちづくりﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑの形成 

③学生･地元主体による駅周辺まちづくり運営組織の構築 

④若者による SNS での情報発信 

 

４-2．既存ストックを有効に
活用するまちづくり 

地域の中の 

様々な活力を 

つなぐ 

方 

針 

４ 

４-1．若い力を活かす   
まちづくり 

①■■▲空き家･空き地等を活用した魅力的なテナントづくり 

②■■▲出店希望者の募集のためのプロモーション 

③■■▲出店希望者とテナント･スぺースのマッチング支援 

④既存事業者への継続支援 

⑤既存事業者との連携イベント等の開催 

市
民
意
向 

・まちづくりワークショップ・アンケートでの意見（別資料参照） 

①ＪＲとの協議促進（バリアフリー化・橋上化等） 

②南北通路の設置 

①公共交通（バス）の充実 

②レンタサイクルの充実とＰＲ 

③各施設への案内ガイドの充実 

 ①■▲集合場所となるようなシンボリックな空間づくり 

②■■地産地消メニューをはじめとした、お酒や食

を提供するお店の出店誘致 

③魅力的な特産品を取扱う店舗の充実 

④来訪者へのおもてなし体制づくり 

 1-1．誰もが使いやすい駅へ
の整備促進 

市の玄関口として 

にぎわい・交流を 

創出する 

方 

針 

１ 

1-2．駅を中心としたエリアへ
のアクセス性を向上し、
駅の拠点性を高める 

1-3．新見を感じる 
おもてなし環境づくり 

1-4．観光周遊拠点としての 
機能強化 

①観光地の分かりやすい情報発信 

②市内の各観光拠点や近隣市町村との連携 

③デゴイチ（Ｄ５１）を活用した、駅前の活性化 

＿＿：ワークショップで出された意見           
■：一般アンケート設問 6,7※の上位５項目            
■：高校生・大学生アンケート設問 6,7※の上位５項目 

 

■：JR 新見駅利用者アンケート設問 6,7※の上位５項目 
▲：新見美術館利用者アンケート設問 6,7※の上位５項目 

※設問６「新見駅周辺において、どんな空間や施設があったら良いと思いますか。」 設問７「ワークショップで出された学生や民間事業者が参画する取組アイデアについて、特に魅力的だと思うものはどれですか。」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駅広 

 

(空地) 

新見美術館 

まちづくり基本方針イメージ（案） 【駅周辺全体】 

地域の中の 

様々な 

活力をつなぐ 

方針 

４ 

４-1．若い力を活かす 

   まちづくり 

４-2．既存ストックを有効に 

活用するまちづくり 

暮らしの 

基盤を 

整える 

方針 

５ 
５-１．安心･安全な 

駅周辺エリアの形成 

まちづくり基本方針の 
対象エリア 

自然の中で 

豊かな感性を 

育む 

方針 

３ 

３-1．芸術を取り入れた 

まちづくり 

３-2．高梁川を活かす 

まちづくり 

３-３．子育て環境の充実 

みんなで 

使い続けられる 

心地よい 

居場所づくり 

方針 

２ 

２-1．歩いて楽しい 

   屋外空間づくり 

２-2．みんなが 

集える拠点づくり 

市の玄関口として 

にぎわい・交流を 

創出する 

方針 

１ 

1-1．誰もが使いやすい 

駅への整備促進 

1-2．駅を中心としたエリ

アへのアクセス性を

向上し、駅の拠点性を

高める 

1-3．新見を感じる 

    おもてなし環境づくり 

1-4．観光周遊拠点としての 

機能強化 



 

 

 

 

 

新見駅周辺まちづくり基本方針（案） 

～みんなにやさしい みんながたのしい みらいにつなげるまちづくり～ 

新見駅周辺まちづくり検討委員会 
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１ はじめに   
 

 

 

新見駅周辺エリアは山陽と山陰を結ぶ要衝であるＪＲ新見駅を中心に、住宅や商店が集積し、本

市の中心市街地として発展してきました。しかし、近年の少子高齢化や人口減少に伴い、空き家や

空き地等の増加･居住人口の減少･駅利用者の減少･商業構造の変化等により、地域の著しい活力低

下が課題となっています。 

一方、本市においては新見公立大学の学生数が増加し、まちづくりの担い手として学生の参画が

期待されています。市内の学生向けの住居不足、そして駅周辺の活力低下という課題を解決すべく、

新見駅西エリア整備事業により学生向け賃貸住居とフリースペースを備えた学生居住棟を整備中で

す。 

このような背景を踏まえ、本市において将来にわたる持続可能なまちづくりを進めるため、市の

玄関口である新見駅周辺を核とした、都市機能の充実やにぎわいの創出が求められています。本方

針では、新見駅周辺のまちづくりの目標や方向性などの基本的な考え方を整理しており、多様な主

体が連携して様々な取組を実行し、まちづくりを推進していきます。 

 

 

 

 

「第３次新見市総合計画」や「新見市都市計画マスタープラン」「新見市立地適正化計画（策定

予定）」、「新見市国土強靭化地域計画」の内容に即するものとして、本方針を作成しています。 

また、関連する各分野と連携しながら、具体的な取組を推進していきます。 

 

 

  

（１）基本方針策定にあたっての背景 

（２）基本方針の位置づけ 

■ 基本方針の位置づけ 

第３次新見市総合計画 

新見駅周辺まちづくり基本方針 

観光分野 児童福祉分野 
公的施設 

（美術館など） 

整合 

連携 連携 連携 

即する 

即する 

即する 

公共交通分野 

連携 

即する 

新見市都市計画マスタープラン 

即する 

新見市立地適正化計画（策定予定） 

新見市国土強靭化地域計画 



 

 

2 

 

 

 

本方針では、特に重点的に都市機能の充実やにぎわいの創出を目指すエリアとして、ＪＲ新見駅

を中心に下図のエリアを設定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）基本方針の対象地域 

■ 基本方針の対象エリア 

 

新見美術館 
0 

50

100

m 

200
N 

本方針の対象エリア 
（新見駅周辺） 
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２ 新見駅周辺の概要   
 

 

 

・新見駅周辺の人口及び世帯数は、平成 17（2005）年、平成 22（2010）年、平成 27（2015）年

において、いずれも減少傾向にあります。 

・平成 17（2005）年から平成 27（2015）年の 10 年間で、人口については 15％の減少、世帯数

については 13.4％の減少となっています。 

・新見市内の総人口についても減少傾向にあり、将来的にも減少傾向は続くと推計されることか

ら、新見駅周辺地域においても居住人口減少は続き、空き店舗や空き家、空き地の更なる増加

が懸念されます。 
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（１）新見駅周辺の人口動態 

推計値 

■ 新見駅周辺地域の人口・世帯数の推移 

■（参考）新見市 人口動態・将来推計 

出典：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所推計 

出典：国勢調査 
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１） 主要施設の立地状況 

・高梁川南側には、保育所や美術館、医療施設等が立地しているものの、商業施設や郵便局など、

多数の日常生活の利便施設は対岸の国道 180 号周辺に立地しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２） 土地利用状況 

・ＪＲ新見駅の北側から国道 180 号沿いにかけて、商業施設や工業用地、公益施設用地が立地し

ており、その背後に住宅用地が広がっています。ＪＲ新見駅南側については、山林を背後に農

地と住宅が立地しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（２）施設の立地状況 

■ 駅周辺の土地利用状況 

出典：都市計画基礎調査 

■ 駅周辺の主要施設の立地状況 

ＪＲ新見駅 
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３）主要施設の現状 

 ❶ ＪＲ新見駅 

・芸備線、姫新線、伯備線の三線が走る要衝駅です。 

・ＪＲ新見駅の駅舎、駅前広場は北側のみに設置されて

います。また、乗り換えのための地下道はバリアフリ

ー未対応であり、車椅子等介助が必要なお客様には駅

係員が対応しています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

項目 概要 

駅
施
設 

構造/ホーム 地平駅/2 面 6 線 

ホーム間の連絡 地下道（バリアフリー未対応） 

改札口・出入口 北側のみ 

営
業
情
報 

乗車人員 733 人/日（2019 年、定期率 45.4%) 

運行 

本数 

伯備線 上り 24 本(うち特急 9 本)、下り 17 本(うち特急 9 本) 

姫新線 平日：8 本、休日：8 本 

芸備線 平日：6 本、休日：5 本 

駅員 有人 

設置機器台数 有人改札:1 ヵ所/券売機:2 台/簡易 ICOCA 改札機:1 台 

結
節
機
能 

 北側 南側 

駅前広場・面積 〇(2,400 ㎡) ― 

バス 〇(3 バース) ― 

タクシー 〇(2 バース) ― 

一般車 〇(駅前広場内駐車場 5 台、15 分無料) ― 

駐車場 〇(45 台) ― 

駐輪場 〇 ― 

  

■ 新見駅構内図 
新見駅全景 

新見駅地下道 

■ ＪＲ新見駅の概要 

出典：ＪＲおでかけネット 
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 ❷ 新見美術館 

・文人画家富岡鉄斎の作品をはじめ、多数の美術

品を収蔵する公立美術館です。1990 年の開館

以降、様々な展覧会を開催しています。 

・新見美術館の来館者数は、2015 年をピークに

減少傾向にありましたが、2017 年以降は増加

傾向にあり、2019 年には 24,014 人が来館して

います。来館者は、岡山市、倉敷市などの県

南部からが最も多く、市内や県外からも来館

しています。 

・牛丸大山を背景に、市内の風景を一望することができます。また、館の周囲は憩いゾーンと

して庭園が整備され、四季を通じて新見の自然美に親しむことができます。 

・一方、階段や急な傾斜道を経由してアクセスしなければならず、バリアフリー化や、搬入困

難な美術品があることから展示品が制限されるなど、課題を抱えています。 

・また、ＪＲ新見駅からのアクセスについては、駅から南方面へ直接アクセスする経路が存在

しないため、駅北側からの迂回が必要な状況となっています。 

 

 

 

 

  

■ 新見美術館 観覧者数 

出典：岡山県観光客動態調査 

新見美術館 
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 ❸ 甌穴河床親水公園（高梁川） 

・高梁川沿いには、甌穴河床を鑑賞することができる親水公園が整備されています。護岸には

壁画も整備されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ❹ 商店街 

・ＪＲ新見駅前には古くからの趣ある商店街があり、

商店の数は年々減少しているものの、今も営業を続

けている商店もあります。 

 

 

 

 

 

 

❺ 新見市観光案内所 

・2019 年に移転開設した観光案内所です。観光案内

と特産品販売に加え、予約型観光タクシー受付、レ

ンタサイクル貸し出し等を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

親水公園 護岸壁画 甌穴河床 

駅前商店街 

新見市観光案内所 
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４）都市計画の状況 

・主に駅の北側は商業地域、西側は準工業地域に指定されています。南側は指定のない白地区域

となっています。 

・ＪＲ新見駅の北側には、複数の都市計画道路が定められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ＪR新見駅 

■ 駅周辺の都市計画の状況 
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１）観光入込客数の推移 

・市内の観光客数は減少傾向にあり、2019 年の市内の主要施設･行事の観光客数は 437,497 人で

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

-100%

-50%

0%

50%

100%

150%

2015 2016 2017 2018 2019

満奇洞 井倉洞 大佐山

鯉が窪湿原 別所アウトドアスポーツセンター 夢すき公園（紙の館）

新見千屋温泉いぶきの里 神郷温泉 いぶきの里スキー場

新見美術館 干子農村型リゾート

（３）市内観光の状況 

出典：新見市集計データ 

■ 新見市内主要施設･行事の観光入込客数 

■ 新見市内主要 10 施設+新見美術館の来訪者数増減率の推移（2015 年を基準とする） 

-100%

-50%

0%

50%

100%

150%

2015 2016 2017 2018 2019

満奇洞 井倉洞 大佐山

鯉が窪湿原 別所アウトドアスポーツセンター 干子農村型リゾート

夢すき公園（紙の館） 新見千屋温泉いぶきの里 神郷温泉

いぶきの里スキー場 新見美術館

出典：新見市集計データ 



 

 

10 

333 

313 

313 

306 

343 

373 

400

413

457

458

454

442

0 200 400 600 800 1,000

2019

2018

2017

2016

2015

2014

ＪＲ新見駅 乗車人員

定期 定期外

 

１）鉄道路線の状況 

・ＪＲ新見駅には、東城・備後落合・三次方面から広島へ向かう芸備線、津山・佐用を通り姫路

方面へ向かう姫新線、そして倉敷から出雲方面を結ぶ伯備線の三線が乗り入れています。芸備

線は１日６往復、姫新線は１日８往復、伯備線については１時間に 1本程度運行しています。 

・2019 年のＪＲ新見駅の乗車人員は 733 人/日であり、定期利用については横ばい、定期外利用

については減少傾向にあります。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

項目 概要 

営
業
情
報 

乗車人員 733 人/日（2019 年、定期率 45.4%) 

運行 

本数 

伯備線 上り 24 本(うち特急 9 本)、下り 17 本(うち特急 9 本) 

姫新線 平日：8 本、休日：8 本 

芸備線 平日：6 本、休日：5 本 

 

  

（４）公共交通の状況 

■ ＪＲ新見駅乗車人員 

出典：ＪＲ西日本調べ 

至
米
子
方
面
 

至広島方面 

ＪＲ新見駅 

至
倉

敷
方
面
 

■ ＪＲ路線図イメージ 

出典：ＪＲおでかけネット 

■ ＪＲ新見駅の営業情報 

出典：ＪＲおでかけネット 
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２）バス路線の状況 

・ＪＲ新見駅からは７路線、平日 62 便/日、土日・祝日 46便/日、日曜 39便/日が運行されてお

り、全て駅前広場を発着します。 

 

備北バス 

「新見駅」 

方面 
総本数（便/日） 

平日 土・祝 日曜 

循環バス「ら・くるっと」 13 13 13 

渡辺病院・新見駅～ピオーネ交流館・満奇洞 11 8 7 

渡辺病院・新見駅～菅生（天原） 11 7 5 

刑部駅→新見駅・渡辺病院 1 － － 

市役所・新見駅～千屋温泉 14 10 8 

市役所・新見駅～きらめき広場（哲西） 3 － － 

渡辺病院・新見駅～坂本・川上バスセンター 9 8 6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

・市内の観光地を充分に周遊していただくことを目的として、市内の観光及び食事･宿泊

等にタクシーを利用した場合、１／２の運賃でご乗車いただける予約型観光タクシーを

運行しています。 

  

新
見
駅 

■ 備北バス系統略図（北部地域抜粋） 

出典：備北バス 

■（参考）その他の交通手段「新見市予約型観光タクシー」 
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１）主要道路の状況 

・北側には国道 180 号があり、駅前広場までは県道新見停車場線で接続されています。また、県

道新見停車場線から主要地方道新見勝山線へのバイパスが計画されています。 

・ＪＲ新見駅から新見美術館へのルートは、駅東へ迂回する必要があります。駅東側の地下道は

大雨時には通行できなくなる場合があり、駅南側へのアクセス路は限定されています。 

・高梁川沿いの道路は、一部歩道や遊歩道が整備されていますがネットワークが十分ではありま

せん。 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

  

（５）道路交通ネットワークの状況 

■ 幅員別道路現況 

■ ＪＲ新見駅から新見美術館へのアクセス経路 

新見美術館 

＜JR 横断部ＢＯＸ＞ 
・低い（高さ１．８ｍ） 
・せまい（幅１．８ｍ） 

・大雨時は、通行不可 

＜美術館へのアクセス＞ 
・歩道の整備されていない道路 

・200ｍ東に迂回する必要があり 
 遠回り 
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１）地区周辺の状況 

 ❶ 新見公立大学の改組による学生数の増加 

・2019 年４月より、新見公立短期大学地域福祉学科と

幼児教育学科（２年制）が新見公立大学（４年制）へ

改組されました。定員の増加も伴い、学生数が増加し

ています。 

 

 

 ❷ 新見駅西エリア整備事業 

・新見公立大学の学生数増加に伴う学生住居の不足、駅周辺地域の活力低下という課題を解決す

べく、学生向け賃貸住居とフリースペースを備えた学生居住棟が整備されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ❸ 令和元年９月の集中豪雨による被害 

・令和元年９月、新見市を襲った集中豪雨により、新見駅周辺で土石流や床上浸水の被害が発生

しました。 

・これを受け、岡山県が緊急砂防事業により砂防堰堤を整備しました。市においても、流水断面

の確保等、雨水対策事業を進めています。 

  

  

（南側１階部） 

（６）地区を取り巻く状況 

芝生広場 

水路の復旧整備箇所 

新見公立大学 

■ 新見駅西エリア整備事業のイメージ 

豪雨災害の被害状況 
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２）全国的なまちづくりの潮流 

 ❶ ウォーカブルなまちづくりの推進 

・人口減少や少子高齢化が進み、地域の活力の低下が懸念される中、都市の魅力を向上させ、ま

ちなかににぎわいを創出することが、多くの都市に共通して求められています。 

・居心地よい歩行空間や滞留スペースを生み出すことで、まちなかを車中心から人中心の空間へ

と転換し、人々が集い、憩い、多様な活動を繰り広げられる場を創出する取組が各地で行われ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■ ウォーカブルなまちづくりのイメージ 

沿道施設と一体となった道路整備による 

ウォーカブルな憩い空間の創出（松山市） 

くつろぎの場提供やにぎわいづくりに向けた社会実験 

（姫路市） 
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 ❷ 地域と芸術が連携したまちづくり 

・美術館を飛び出し、まちなかや自然の中でアート作品を鑑賞する取組が各地で行われています。

アート作品と、背景となる自然・街並みの融合を楽しんだり、美術館とまちが連携したイベン

ト開催などにより、一味違った芸術鑑賞ができ、アートをより身近に感じることができます。 

・近年は、建物や河川護岸等へのプロジェクションマッピング等も開催されており、普段とは違

う、夜の景観を楽しむイベントとして注目されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

河川でのプロジェクションマッピングイベント（左：大阪市、右：長崎市） 

街並みを活かしたアート作品の展示（宇陀市） 

空地を利用したアート作品の展示（十日町市） 

まちなか音楽会（大阪市） 
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❸ かわまちづくり 

・「かわまちづくり」とは、「かわづくり」と「まちづくり」を一緒に考え、市町村、民間事業者

及び地元住民と河川管理者の連携の下、河川空間とまち空間が融合した良好な空間形成を目指

す取組のことです。 

・水辺に親しむための整備を行うことで、「かわ」と周辺の歴史・文化資源の連携による観光利

用や、散策やリハビリなどの福祉利用を促進することができます。 

・本地区の駅前河川環境においては、既に整備された親水空間と周囲の駅周辺エリアとのつなが

りといった視点で、まちづくりを検討していく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

川の眺望を楽しみながら休憩できるテラス空間の設置（広島市） 

■ かわまちづくり支援制度の概要 
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 ❹ ニューノーマルへ対応したまちづくり 

・2020 年以降、新型コロナウイルス感染症の感染拡大が続く中、デジタル化の進展も相まって、

テレワークの急速な普及、自宅周辺での活動時間の増加等、人々の生活様式は大きく変化して

きました（ニューノーマル）。これに伴い、ワークライフバランスの重視など、「働き方」や「暮

らし方」に対する意識や価値観が変化・多様化しています。 

・「働く」「暮らす」場である都市に対するニーズも変化・多様化しています。まちづくりにおい

ては、人々のライフスタイルに応じた多様な働き方・暮らし方の選択肢を提供していくことが

必要です。 

・空き家をコワーキングスペース等へリノベーションし、自宅以外のワークスペースを生み出し

たり、街路などのオープンスペースの柔軟な活用によりゆとりある屋外空間を生み出すなど、

都市の中の既存ストックを最大限に利活用することが求められています。 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 ❺ 新たなモビリティの進展 

・ＩｏＴ等の活用により、あらゆるモビリティ（交通手段）を切れ間なくつなぐ移動サービス「Ｍ

ａａｓ※」の普及が期待されています。 

・サービスを支える環境整備として、バリアフリー化を含めた駅の改修など、誰もが利用しやす

い交通結節点の整備等の取組が模索されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

民間と連携した公園のリノベーション･利活用 コワーキングスペース（イメージ） 街路空間の利活用（イメージ） 

■ Ｍａａｓのイメージ 

※「Mobility as a Service」の略で、地域住民や旅行者一人一人の移動ニーズに対応して、複数の公共交通やそれ以外の
移動サービスを最適に組み合わせて検索・予約・決済等を一括で行うサービスのことです。観光や医療等の目的地におけ

る交通以外のサービス等との連携により、移動の利便性向上や地域の課題解決にも資する重要な手段となります。 
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 ➏ ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標） 

・2015 年、「誰一人取り残さない」持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現のために、国連

で 2030 年を年限とする 17 の国際目標が採択されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ） 
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３ 上位・関連計画の整理 
 

 

 

人と地域が輝き 未来につながる 源流共生のまち・にいみ 

・       ５ 都市基盤・交通～人と環境に配慮した質の高い都市基盤をつくる～ 

・       ５－２ 住環境･情報通信 

    １ 市街地の整備に向けた取組 

新見駅周辺まちづくりについては、本市の玄関口として、にぎわい･交流の創出及び子育

てを支える都市環境づくりを目指して検討を進めます。 

 ２ 住宅の安定供給の推進 

新見公立大学の学生数の増加に対応するため、民間活力による学生の住居整備を促進します。 

         

 

 

未来につなぐ「産業・健康・自然」共生のまち・にいみ 

・          

１．土地利用の方針（抜粋） 

  ● 新見駅周辺におけるにぎわい・交流空間の整備  

● 立地適正化計画を活用した都市機能の集約 

  ● 中心市街地周辺の商業・業務地の検討     ● 居住ニーズに合わせた住環境づくり 

・          

【地域の将来像】 

市の玄関口として、にぎわい・交流の創出 

及び子育てを支える都市環境づくり 

【主要施策】 

    ■ 新見市の玄関口にふさわしい「新見の交流空間」の整備 

     ・ひとの交流促進 

（市民･学生･観光客の交流施設 

+増加が見込まれる学生用の賃貸住宅の整備） 

     ・子育てを支える都市環境の整備  

    ■ 高次都市機能の立地誘導による地域全体の 
利便性の向上と活性化  

・魅力向上とにぎわい創出に資する都市機能の誘導促進 

（教育文化･商業施設の立地促進） 

・拠点機能の高度化に資する都市機能の再編 

    ■ 若年層の定住を誘導する子育て支援施設の維持 

    ■ 歩いて楽しめる回遊性の確保 

    ■ 親水空間や散策路等の充実 

    ■ 構想路線・都市計画道路の未整備区間の整備推進  

  

（１）第３次新見市総合計画（令和２年６月策定） 

（２）新見市都市計画マスタープラン（令和２年 11 月策定） 

将来像 

施策展開の方向性 

行 動 計 画 

都市づくりの将来像 

全 体 構 想 

地 域 別 構 想 
■ 新見駅を中心とした西方･高尾地域 「まちづくり方針図」 
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①人命の保護が最大限守られること 

②市及び社会の重要な機能が致命的な障害を受けずに維持されること 

③市民の財産及び公共施設に係る被害の最小化が図られること 

④迅速な復旧復興を可能にすること 

 

・          

事前に備えるべき目標１：直接死を最大限に防ぐ 

１－２ 市街地や不特定多数が集まる施設における大規模火災による多数の死傷者の発生 

     ● 防災や減災に留意した都市づくりの促進 

１－３ 突発的又は広域かつ長期的な市街地等の浸水による多数の死傷者の発生 

     ● 災害に配慮した適切な土地利用の推進 

 

事前に備えるべき目標２：救助･救急、医療活動が迅速に行われているとともに、 

被災者等の健康･避難生活環境を確実に確保する 

２－５ 想定を超える大量かつ長期の帰宅困難者の発生、混乱 

     ● 観光拠点施設の防災機能、防災体制の強化 

 

 

 

 

 

・本市の活力を維持・向上させ、総合計画に掲げる「人と地域が輝き 未来につながる 源流共生
のまち・にいみ」を実現するため、『市街地エリア』『地域拠点エリア』それぞれが、地域の個
性（自然環境、医療、文化、モノづくり等）を最大限に活用し、エリア間の役割分担と連携に
よる「多極ネットワーク型のまちづくり」を進めていきます。 

『市街地エリア』(※本エリア該当）： 

「新見都市計画区域」/市内外にわたるひと･モノ･情報(仕事)の結節点 
 

                

【拠点の位置づけ】 

新見駅周辺～新見ＩＣ周辺地区：市街地中心拠点として都市機能誘導区域を設定 

 

 

Ⅰ 市民にとって利便性の高い、魅力ある中心市街地の再生 

Ⅱ 訪れやすく、回遊しやすい市街地空間づくり 

Ⅲ 医療・福祉分野を中心とした地域共生拠点づくり 

Ⅳ 学生が暮らしやすい市街地の形成 

   

（４）新見市立地適正化計画※
（令和３年度公表予定） 

（３）新見市国土強靭化地域計画（令和３年３月策定） 

基本目標 

リスクシナリオごとの推進方針 

市全域における「まちづくりの方針」ターゲット 

目指すべき都市の骨格構造 

新見駅周辺～新見ＩＣ周辺地区における施策の方向性（ストーリー） 

※本計画に関する内容は検討中のものであり、計画公表の際、一部変更する場合があります。 
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４ まちづくりワークショップの結果（概要） 
 

 

 

・新見駅周辺の現状・課題を踏まえ、都市機能の充実やにぎわい創出を目指し、市民・行政によ

る協働のまちづくりを実現するため、広く意見・アイデア出しを行ってもらう「まちづくりワ

ークショップ」を開催しました。 

・ワークショップには、高校生、大学生、地元住民、公募市民などにご参加いただきました。Ａ

～Ｃ班の３班に分かれ、各班で活発な議論が行われました。 

 

  

開催概要 内 容 

第
１
回 

日時：令和２年 12 月 16 日（水） 

18:30～20:00 

場所：新見市役所 

「新見駅周辺の現状・課題認識と強み・資源への気づき」

と「まちづくりの方向性」とテーマを考えよう！ 

第
２
回 

日時：令和３年 1 月 29 日（金） 

18:30～20:00 

場所：新見駅前交流センター 

方向性を踏まえた「目指す将来像 

（ライフスタイルや空間像）とその具体化に 

必要な「ひと・もの・こと」を考えよう！ 

第
３
回 

日時：令和３年３月 10 日（水） 

18:30～20:00 

場所：新見駅前交流センター 

将来像の実現に向けた「役割分担」と 

「アクションプログラム」を考えよう！ 

 

 

 

  

（１）まちづくりワークショップの開催概要 

まちづくりワークショップの様子 
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１） 第１回まちづくりワークショップ 

❶ [ワーク①]新見駅周辺の現状と強み・資源の洗い出し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❷ [ワーク②]まちづくりのテーマ・スローガンの検討 

・各班、多数の意見がありましたが、主に以下のキーワードが出されました。 

 

 

 

  

（２）まちづくりワークショップの結果（概要） 

未来へのイメージ 住み心地・住み継ぎ 

やる気･ワクワク･バラエティ あたたかさ･ゆとり･やさしさ 

人の滞留･集い 

育児･子育て 自然･環境 芸 術 
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２） 第２回まちづくりワークショップ 

[ワーク] やりたい「こと」、それに集まる･それを仕掛ける「ひと」、 

必要になる「もの」を考える 

・各班、多数の意見がありましたが、主に以下の内容が議論されました。 
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３） 第３回まちづくりワークショップ 

[ワーク] やりたい「こと」を実現するための「役割分担」と 

「アクションプログラム」を考える 

 

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ａ 班 

※（第 2 回ワークショップで出た「やりたいこと」より選択） 

●学生複数で騒ぎたい   ●お酒や食を味わい楽しむ 

●お茶等でゆっくり過ごす(快適･有意義な待ち時間) 

●しずかに勉強･仕事等で過ごす 

最も 
やりたい 
「こと」 

★学生･地元住民等による多目的な利用を可能とするスペースが必要 

・目的に応じて時間割り・空間割りを行う 

・周辺既存施設も含め、必要な機能のバランスを見ることも大切 

【進め方】 
・地域の住民･学生･事業者で実現できることから 
（空き地にテーブル･イスを設置することからでも） 

【場所・空間】 
・空き地にコンテナ･ウッドデッキを設置して生み出
す(＋芝生化も) 

・空き家、空き事務所を活用する 

地元住民･団体 
・駅前商店街との調整･コミュニケーション 

・古本を集め、図書館の分室的なコーナーづくり（駅前住民が管理人） 

大学生・高校生 
・バリスタ（カフェ店員） 

・１～２年生を主体とし、世代交代していく 

民間事業者 ・ノウハウ、人、資材、財源の確保   ・学生支援 

新見市･JR 

(担ってほしいこと) 

・場所の確保に向けた仲介・調整支援 

・南北アクセス強化（仮設的にでも） 

 

新
し
い
担
い
手
団
体
の 

組
織
化
が
必
要 

【役割分担】 
© 2012 佐賀市街なか再生会議 
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Ｂ 班 

※（第 2 回ワークショップで出た「やりたいこと」より選択） 

●お茶等でゆっくり過ごす(快適･有意義な待ち時間) 

●お酒や食を味わい楽しむ 

最も 
やりたい 
「こと」 

★日常レクリエーションスペースが必要 

（３時間電車を待てるだけのスペースを考えてみる） 

・駅前で気軽に座れるベンチが少なくなった 

【場所・空間】 
・空き店舗の活用  
・駅前広場（歩道部等）の活用 

地元住民･団体 ・安心して利用できる環境の確保（見守り等） 

大学生・高校生 ・コーヒーを出す      ・ＳＮＳで生み出したスペースを発信・宣伝する 

民間事業者 

・様々な機能を持った椅子の設置 ※椅子のデザイン検討（上図参照） 

・屋根（パラソル等）の設置 

・屋台村のような色々なお店の定期的な出店誘致 

新見市･JR 

(担ってほしいこと) 

・Wi-Fi整備 

・市による助成金の支援 

 

【役割分担】 ②移動可能 ③コンパクト 
④クッション性･ 

快適性 ①複数人用 

〈ベンチのデザイン案〉 

Ｃ 班 

※（第 2 回ワークショップで出た「やりたいこと」より選択） 

（１）アートイベント(演奏会等) （２）川遊び(イルミネーション)  

（３）お茶等でゆっくり過ごす（快適・有意義な待ち時間） 

（４）駅前ギャラリーで観光ＰＲ 

最も 
やりたい 
「こと」 

★全てを美術館・アートでつないだスペースが必要 

【場所・空間】 
（１）美術館の移転先（駅ウラ遊休地など） 
（２）高梁川 
（３）駅前、観光協会など 
（４）駅舎の通路や外壁面 

【役割分担】  (1)ｱｰﾄｲﾍﾞﾝﾄ (2)川遊び等 (3)お茶等 (4)駅前ｷﾞｬﾗﾘｰ 

地元住民･団体 
・実行委員会の設立・運

営 
・ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ等の設営支援 ・使いこなす 

・ギャラリーへの
出店 

大学生・高校生 
・ボランティアとして参
画･支援 

・ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ等の設営支援 

・催しコンテストの実施 
・使いこなす ・美術部の出展 

民間事業者 ・催しの主催、出店 ・ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ等の設置 ・カフェ等の出店 
・協賛金による支
援・広報 

新見市･JR 

(担ってほしいこと) 

・美術館の駅前への移転 

・バリアフリー化･南北連
携強化＋水害対策 

・河川での取組み･手続き等
の規制･緩和 

・既存の駅前観光協
会を入りやすく
する 

・プロの作家への出
展依頼 

 

美 術 館 

屋外展示 

駅前ギャラリー
での展示 

アートでつなぐ 
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５ 市民・学生等アンケート調査結果（概要） 
 

 

１）調査主体 

・新見市 

 

２）調査目的 

・新見駅周辺のまちづくりにおける、基本構想作成に向けた利用者等の意向反映のため 

 

３）調査対象 

① 18 歳以上の市民 1,000 人 

 ② 新見公立大学生 650 人（全学生） 

 ③ 新見市内全高校生 610 人 

   （岡山県立新見高等学校、岡山県共生高等学校） 

 ④ 施設利用者 

   （JR 新見駅、新見美術館、新見市役所、 

大佐支局、神郷支局、哲多支局、哲西支局） 

 

４）調査時期 

・令和３年６月 

 

５）調査方法・回収数 

対  象 調査方法 回収数（回収率） 

①一般市民（1,000 人） ・郵送による配布・回収  477（47.7％） 

②新見公立大学生 ・WEB による配信・回収  536（82.5％） 

③高校生 ・学校への一括配布・回収  591（96.9％） 

④施設利用者 
・常設アンケートの設置による配布、現場回収 

・Web による配信・回収  
251（―） 

  

（１）アンケート調査の実施概要 
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4

4

7

6

6

7

3

11

17

2

4

2

17

21

25

23

29

42

9

11

21

38

55

64

65

86

110

7

15

28

60

51

69

104

112

177

22（4.6%）

34（7.1%）

58（12.2%）

121（25.4%）

133（27.9%）

165（34.6%）

195（40.9%）

238（49.9%）

346

0 50 100 150 200 250 300 350 400

歴史的建造物等

趣ある商店街

人材の豊富さ

駅西のまちづくり事業など

駅周辺の活用可能な未利用地

山の自然・歴史・文化

新見美術館

高梁川

３線が結するJR新見駅

■駅周辺の魅力・強み・資源（３つ選択）

24歳以下

25～44歳

45～64歳

65歳以上

（72.5％）

 

１） 駅周辺の目的別利用頻度（公共交通目的、飲食・買い物等目的） 

・「公共交通目的」での新見駅周辺の利用については大学生とＪＲ新見駅利用者以外、「飲食・買

い物等」を目的とした利用については、全てのアンケートで「ほとんど利用しない」が最多と

なっています。 

・一方、公共交通目的での駅周辺の利用について、大学生は半数以上、高校生は４割以上が月数

回以上利用しています。 

・施設利用者（駅・美術館等）の約４割は、飲食・買い物等を目的として駅周辺をほとんど利用

していません。 

 

２） ワークショップで出た意見への賛同性 

 ❶ 新見駅周辺の魅力・強み・資源について（３つ選択） 

・いずれのアンケートでも「新見駅」「山の自然・歴史・文化」「高梁川」の選択率が高くなって

います。 

・「新見美術館」について、一般市民、施設利用者では選択率が高くなっていますが、大学生、

高校生では、選択率が比較的低くなっています。 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

  

  

（２）アンケート調査結果（概要） 

※太字：各合計回答数 

■ 新見駅周辺の魅力・強み・資源（３つ選択） ※①一般市民 1,000 人へのアンケート結果 
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4

4

5

8

6

2

7

12

18

7

8

11

13

18

14

26

36

42

10

40

28

29

47

51

72

103

108

20

29

50

48

53

92

123

121

117

41（8.6%）

81（17.0%）

94（19.7%）

98（20.5%）

124（26.0%）

159（33.3%）

228（47.8%）

272(57.0%)

285

0 50 100 150 200 250 300 350

公共交通（バス・タクシー）の充実

駅周辺の道路が狭く、ネットワークが悪い

情報発信・PRの不足

災害（水害）への備え

駅裏の遊休地が活かされていない

美術館方面へのアクセスが悪く不便

新見駅の改善（バリアフリー化）

空き家・空き店舗・空地などが多く、さみしい

利便施設や、待ち時間を過ごす施設が少ない

■駅周辺の課題点（３つ選択）

24歳以下

25～44歳

45～64歳

65歳以上

（59.7％）

 

 ❷ 新見駅周辺の課題点について（３つ選択） 

・いずれのアンケートでも「利便施設や、待ち時間を過ごす施設が少ない」が最多となっていま

す。その他、共通して「空き家・空き店舗・空地等が多くさみしい」「新見駅の改善（バリア

フリー化）」の選択率が高くなっています。 

・「美術館方面へのアクセスが悪い」については、一般市民、新見美術館利用者アンケートでは

選択率が高くなっていますが、大学生、高校生アンケートでは選択率が低くなっています。 

・大学生は、「公共交通の充実」の選択率が高くなっています。 

  

   

  

  

  

 

 

❸ 将来の新見駅周辺の姿として、望ましいと思うキーワード（３つ選択） 

・大学生アンケートでは、「やる気・ワクワク・バラエティ」が最多となっています。新見美術

館利用者アンケートでは、１位が「未来に向けたまちづくり」、２位が「自然・環境」、３位が

「芸術」となっています。 

・その他のアンケートでは、「未来に向けたまちづくり」と「住み心地・住み継ぎ」が 1 位と２

位になっており、いずれも将来へつながるキーワードの選択率が高くなっています。 

 

 ❹ 新見駅周辺において、どんな空間や施設があったら良いと思いますか（３つ選択） 

・全てのアンケートで「待ち時間が過ごせる空間」が最多であり、４割以上が選択しています。

また、「若者から高齢者まで集い楽しめる空間」、「定期的なイベントが行える広場空間」の選

択率が高くなっています。 

・大学生、高校生では、「勉強等で静かに過ごせる空間」の選択率が高くなっています。 

  

※太字：各合計回答数 

■ 新見駅周辺の課題点（３つ選択） ※①一般市民 1,000 人へのアンケート結果 
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① 現状のまま維持

41

8.6%

② 駅構内のバリアフリー化

110

23.1%

③ 駅構内のバリアフリー化+

南北連絡通路の設置

167

35.0%

④ 駅の橋上化

135

28.3%

⑤ その他

13

2.7%

無回答

11

2.3%

 

 ❺ ワークショップで出された、学生や民間事業者が参画する取組アイデアについて、 

特に魅力的だと思うものはどれですか（３つ選択） 

・「空き家、空き事務所の有効活用」「コンテナ等の設置による広場空間づくり」の選択率が高く

なっています。 

・新見美術館利用者では、「美術館と連携したアートイベント開催」が最多となっています。 

・新見美術館利用者を除き、「屋台村のようなお店の定期的な出店誘致」の選択率が高く、大学

生、高校生は「学生主体のカフェコーナーの運営」の選択率が高くなっています。 

 

３） まちづくりへの参加意欲 

・いずれのアンケートでも「③内容次第で参加」が最多となりました。また、③と「①自ら進ん

で参加したい」「②協力を求められれば参加」を合計すると半数以上を占め、半数以上がまち

づくり活動に関して何らかの参加意向を示しています。 

・特に大学生については、①②③を合計すると八割を超え、他より参加意欲が高いと考えられま

す。 

・一方、活動に自ら進んで参加したい人は少数となっており、今後活動を実行に移していく環境

づくりが必要と考えられます。 

 

４） ＪＲ新見駅の将来的なあり方について 

・いずれのアンケートでも「②駅構内のバリアフリー化」「③バリアフリー化+南北連絡通路」「④

駅の橋上化」を合計すると７割を超えており、現状からの改善を求めた結果となっています。 

 

 

 

 

  

■ ＪＲ新見駅周辺の将来的なあり方について 

※①一般市民 1,000 人へのアンケート結果 
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① 現位置での

リニューアル

204

42.8%

② 遊休地等を活用した

駅裏への移転

120

25.2%

③ 駅前（駅表側）

への移転

106

22.2%

④ その他

34

7.1%

無回答

13

2.7%

５） 新見美術館の将来的なあり方について 

・一般市民アンケートについては、「①現位置でのリニューアル」より「②新見駅裏への移転」

と「③駅前への移転」の移転意見がわずかに上回る結果となっています。 

・大学生、高校生アンケートについては、「①現位置でのリニューアル」が最多となり、６割を

超えています。 

・ＪＲ新見駅利用者アンケートについては、一般市民アンケートと同様に①現位置意見より②③

を合計した移転意見がわずかに上回る結果となっています。一方、新見美術館利用者アンケー

トでは、①の現位置意見が最多で約半数を占める結果となっています。  

※①一般市民 1,000 人へのアンケート結果 

■ 新見駅美術館の将来的なあり方について 
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６ 新見駅周辺の課題整理（求められる対応） 
  

 前章までで整理した現状や課題を踏まえ、本エリアのまちづくりにおいて求められる対応を以下に

整理します。 

 

❶ ＪＲ新見駅周辺の再興を目指した、駅周辺における拠点形成、にぎわいづくり 

・本エリアでは、空き家や空き店舗、空き地の増加や居住人口の減少が進み、駅利用者の減少や

商業構造の変化に影響され、地域の活力が低下しています。市の玄関口として、ＪＲ新見駅周

辺のにぎわいを生み出し、拠点性を高める取組が必要です。 

❷ バリアフリー化等を含めた、公的施設の継続的な運営 

・ＪＲ新見駅は、１日 700 人以上（2019 時点）が乗車する要衝駅ですが、乗り換えのための地

下道はバリアフリー未対応になっています。また、新見美術館についてもバリアフリー化や、

搬入路の確保、建物耐用年数による建替等の課題を抱えています。いずれの施設においても、

将来にわたって運営を続けていくための方策を検討していく必要があります。 

 

❸ 駅周辺エリア内のネットワーク強化と、駅へのアクセス利便性向上 

・ＪＲ線路の南北方向をつなぐアクセス路は限定されています。また、歩行者動線のネットワー

クが不十分な箇所があり、駅周辺エリア内を結ぶ、より通りやすく安全なアクセス路が必要で

す。 

・公共交通の充実や、レンタサイクル等モビリティの活用などにより、市内から本エリアへのア

クセス利便性向上が必要です。 

 

❹ 観光客等来訪者への分かりやすい情報提供とおもてなし 

・ＪＲ新見駅や新見美術館へ訪れた人が、周辺のスポットを周遊してもらえるように、案内板や

分かりやすい情報提供が必要です。 

・また、来訪者が立ち寄れる休憩所や、新見の食や文化、特産品を楽しんでもらえるようなおも

てなしの空間が必要です。 
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❺ 若者や子育て世代から高齢者までそれぞれが、気軽に集い楽しめる場の整備 

・学生や子ども連れの親子、そして高齢者や子どもなど、誰もがそれぞれ気軽に立ち寄れ、交流

でき、楽しめる場が必要です。 

 

❻ 駅周辺において、有意義な待ち時間を過ごせる滞留空間の確保 

・現在のＪＲ新見駅周辺には、休憩所やベンチなど、電車やバスの待ち時間を過ごせる場所が十

分に無いことから、待ち時間を有意義に過ごせ、滞留できる空間の確保が必要です。 

 

❼ 既存ストックを用いた、まちの新たなコンテンツづくり 

・ＪＲ新見駅周辺には、空き家や空き地等の既存ストックが多数存在します。それらを有効に利

活用し、ニーズのある用途にリノベーションするなどして、まちの新たなコンテンツを作って

いくことが必要です。 

 

❽ 学生をはじめ、地域の担い手となる人材の豊富さを活かした取組 

・本市には、新見公立大学生をはじめ、高校生からシニア層まで、多様な人材が活躍しています。

本エリアのまちづくりにおいても、若者をはじめとした地域住民に積極的に参画してもらうた

めの仕掛けづくりが必要です。 

 

❾ 自然資源の活用と災害対策 

・本エリアには高梁川が流れており、またそれを楽しむための親水空間が整備されています。川

や背景にある山など、駅と近接する自然資源を活かした、まちづくりの取組が必要です。 

・昨今の豪雨被害の状況を鑑み、自然災害時を考慮した安全確保のための方策が必要です。 
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７ まちづくりの基本方針 
 

 

 

新見駅周辺は、交通の要衝駅であるＪＲ新見駅を中心に発展し、北側には高梁川、南側には新

見美術館が立地し、市内有数の中心市街地として多くの市民に親しまれてきました。 

しかし、近年の少子高齢化や人口減少に伴い、著しい活力低下が課題となっています。 

本エリアにおいては、本市の玄関口として各種取組を行いながら拠点性を高めることにより、

将来にわたって公的施設をはじめとしたまちの機能を維持していくことが必要です。 

また、周辺の文化・自然を活かした取組を行いながら、市民や来訪者を含めた全ての世代が気

軽に立ち寄れ、集いにぎわう交流の場を生み出し、新見駅周辺のまちを将来の世代へつないでい

くことも求められます。 

 

以上のことから、本エリアのまちづくりのテーマと、それを支える基本目標（将来像）を以下

のように定め、まちづくりを推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（１）まちづくりテーマ・基本目標（将来像） 

みんなにやさしい みんながたのしい 

みらいにつなげるまちづくり 

未来につながる 
新見のゲートウェイ 

多様な感性の交流が 
生まれ続ける場 

みんなで住み継ぐ 
活気あふれるまち 

〈まちづくりのテーマ〉 

〈３つの基本目標（将来像）〉 
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 前項で示したまちづくりの基本目標（将来像）を実現するため、まちづくりの方針（方向性）を

以下の５つに定めます。 

 

方針１   市の玄関口としてにぎわい･交流を創出する 

 

 

 

 

 

 

方針２   みんなで使い続けられる心地よい居場所づくり 

 

 

 

 

方針３   自然の中で豊かな感性を育む 

 

 

 

 

 

方針４   地域の中の様々な活力をつなぐ 

 

 

 

 

方針５   暮らしの基盤を整える 

 

 

  

（２）まちづくり方針（方向性） 

1-1．誰もが使いやすい駅への整備促進 

1-2．駅を中心としたエリアへのアクセス性を向上し、駅の拠点性を高める 

1-3．新見を感じるおもてなし環境づくり 

1-4．観光周遊拠点としての機能強化 

2-1．歩いて楽しい屋外空間づくり 
 
2-2．みんなが集える拠点づくり 

3-1．芸術を取り入れたまちづくり 

3-2．高梁川を活かすまちづくり 

3-3．子育て環境の充実 

４-1．若い力を活かすまちづくり 
 
４-2．既存ストックを有効に活用するまちづくり 

5-1．安心・安全な駅周辺エリアの形成 
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方針１   市の玄関口としてにぎわい･交流を創出する 

 

 

ＪＲ新見駅は、芸備線、姫新線、伯備線の

３線が走る要衝駅であり、古くから山陰山陽

の中間駅として機能してきました。今後も地

域の核として、そのポテンシャルを維持して

いくことが望まれています。 

一方、駅舎については老朽化が進み、乗り

換えのための地下道はバリアフリー未対応

となっています。 

市の玄関口として、子どもから高齢者まで、

誰もが移動しやすい環境を整えるため、駅そ

のもののバリアフリー化や橋上化など、移動

環境の改善に取組む必要があります。 

また、線路によって分断された駅南北のネ

ットワークをつなぎ、駅周辺エリアの一体的

なにぎわい形成を目指すことも求められま

す。 

 

 

 

 

市内の各施設や拠点から駅周辺までの公

共交通は便数や運行時間が限定されており、

駅周辺へアクセスしにくい状況にあります。

駅の拠点性を高めるため、レンタサイクルを

含む多様なモビリティによる公共交通の充

実等により、駅を中心としたエリアへのアク

セス性を向上させていきます。 

 

 

  

１-１．誰もが使いやすい駅への整備促進 

１-２．駅を中心としたエリアへのアクセス性を向上し、 
駅の拠点性を高める 

新見駅全景 

新見駅地下道 

レンタサイクルポートのイメージ 
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ＪＲ新見駅周辺には、気軽に立ち寄れるス

ポットが少なく移動以外で駅周辺を訪れる

機会が少ないこと、特産品を気軽に味わうこ

とができる施設が駅周辺にないことが課題

意見として挙げられています。駅利用者や美

術館利用者などの来訪者についても、駅周辺

で周遊することなく目的地のみワンスポッ

トで訪れている傾向にあると考えられます。 

ＪＲ新見駅来訪者が、駅をきっかけに新見

の文化を感じ、学ぶことができるおもてなし

の空間や、気軽に新見の食文化に触れられる

環境を整えていきます。 

 

 

 

 

 

駅周辺の来訪者はワンスポットのみ訪ず

れ、帰ってしまう傾向にあると考えられます。 

市内観光地との連携を図りながら、ワンス

ポットでなく、ＪＲ新見駅を中心に様々なス

ポットを周遊してもらう取組を行い、観光周

遊の拠点としての機能強化を図ります。 

 

 

 

 

  

１-３．新見を感じるおもてなし環境づくり 

１-４．観光周遊拠点としての機能強化 

新見市 A級グルメ 

分かりやすい情報発信 

市内周遊のイメージ 

食を活かしたおもてなしのイメージ 
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0 100 200
N 

 

駅と国道をつなぐ、 
新たな軸の形成 

方針２   みんなで使い続けられる心地よい居場所づくり 

 

 

ＪＲ新見駅の北側には、国道 180 号が東西方

向に走っており、市民の生活軸となっています。 

ＪＲ新見駅周辺のにぎわい形成に寄与すべ

く、国道 180 号からＪＲ新見駅を結ぶ新たな軸

を形成し、メインストリートとして歩いて楽し

い屋外空間づくりを進めます。 

また駅を中心に、周遊したくなる仕掛けづく

りに取組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在のＪＲ新見駅周辺には、市民や学生が

気軽に立ち寄れるスポットが限られており、

バスや電車の待ち時間を有意義に過ごせる

空間が乏しいことが、駅周辺の課題意見とし

て挙げられています。 

多機能広場や勉強・仕事等が行えるスペー

スの整備、定期的な催しの開催等を行い、若

者から高齢者までそれぞれが集い楽しめる

居場所づくりに取り組んでいきます。 

 

 

  

２-１．歩いて楽しい屋外空間づくり 

２-２．みんなが集える拠点づくり 

にぎわいある歩行空間のイメージ 

（上：豊島区、下：岡山市） 

ＪＲ新見駅と国道 180 号を結ぶ軸のイメージ 

勉強･仕事ができるフリースペース(イメージ) 

気軽に立ち寄れる屋外空間(豊島区) 
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方針３   自然の中で豊かな感性を育む 

 

 

ＪＲ新見駅周辺エリアの南部には新見美

術館が立地しており、市内の重要な文化的施

設となっています。本エリアのまちづくりに

おいても、芸術・文化の核となる美術館と連

携しながら、にぎわい形成につながる各種取

組を進めていきます。 

 

 

 

 

 

本エリアの中央部には、高梁川が流れてい

ます。甌穴河床を望むことができる親水公園

も整備されており、地域の憩いの場となって

います。 

高梁川での催し開催や、川への眺望を楽し

めるスペースを確保し、高梁川を様々視点か

ら楽しめるまちづくりを推進していきます。 

 

 

 

本市内において、親子で楽しめる施設の設

置を望む声が多数あります。 

駅を利用する子育て世代が使いやすく、ま

た子ども自身が楽しめる駅周辺エリアを目

指すまちづくりを進めていきます。 

また、本市においては、新見公立大学との

連携協定により、児童福祉分野において大学

と連携した様々な取組が行われています。本

エリアにおいても大学と連携し、取組を進め

ていきます。 

 

 

  

３-１．芸術を取り入れたまちづくり 

３-２．高梁川を活かすまちづくり 

３-３．子育て環境の充実 

川を楽しめる屋外空間(広島市) 

新見美術館 

芸術をテーマとした催しのイメージ 

子どもが楽しめる空間のイメージ 

http://www.waiwai-saga.jp/uguide/files/eb50698bfde81d02629bbd02850abecc-1.jpg


 

 

39 

方針４   地域の中の様々な活力をつなぐ 

 

 

本市には、新見公立大学と２つの高等学校

があり、学生のまちづくりへの積極的な参画

が期待されています。 

若者の感性を活かした情報発信や、新たな

まちづくり活動の企画など、様々な局面で若

者のまちづくりへの参加機会を設ける取組

を推進していきます。 

 

 

 

 

ＪＲ新見駅周辺には、空き家や空き地、空き店舗等の既存ストックが多数存在し

ます。それらを活用し、新規店舗やニーズのある用途へのリニューアルを推進して

いきます。 

また、既存の商店等と連携しながら、新規店舗等を活かした新たな取組を行って

いきます。 

 

 

 

 

 

 

 

４-１．若い力を活かすまちづくり 

４-２．既存ストックを有効に活用するまちづくり 

学生との協働によるまちづくりのイメージ 

チャレンジショップ（イメージ） 空き家を改装した店舗 

（尾道市 はちみつ専門店） 
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方針５  暮らしの基盤を整える 

 

 

昨今の豪雨災害の豪雨災害により、ＪＲ新見駅周辺においても土石流や床上浸水

の被害が発生しました。 

今後も様々な自然災害が起こる可能性がある中、本エリアにおいては様々な来訪

者が訪れる地域の拠点となるエリアとして、防災、減災に留意したまちづくりを推

進していく必要があります。 

オープンスペースや道路の整備、拠点施設の防災機能の強化等により、安心・安

全な駅周辺エリアの形成を目指していきます。 

 

 

 

 

 

  

５-１．安心・安全な駅周辺エリアの形成 

水路の復旧整備箇所 豪雨災害の被害状況 
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■ 今後の流れ（新見駅周辺まちづくり基本構想策定予定） 
 

・令和２年８月に新見駅周辺まちづくり検討委員会を設立し、ワーキンググループを中心にして、ワ

ークショップ、アンケート調査を実施するなどして「新見駅周辺まちづくり基本方針案」を策定し

ました。 

・今後、新見駅周辺まちづくり基本方針をもとに、ワーキンググループ・検討委員会において、「新

見駅周辺まちづくり基本構想」を策定していく予定です。 

 

 

 

 

 

新見駅周辺まちづくり基本構想 策定 

 検討委員会設立・ワーキンググループ 

検討委員会・ワーキンググループ 

新見駅周辺まちづくり基本方針 策定 

■ 今後の検討の流れ（イメージ） 

令
和
２
年
度 

まちづくりワークショップ 

（市民等からの意見聴取） 

＜検討テーマ①＞ 
・新見駅周辺の現状・課題認識と強み・資源への気づき 
・まちづくりの方向性とテーマ 
＜検討テーマ②＞ 
・まちづくりの方向性を踏まえた目指すべき将来像と    

展開イメージ 
＜検討テーマ③＞ 
・将来像の実現に向けた役割分担とアクションプログラム 

アンケート調査 

（市民等からの意見聴取） 

・ワークショップ出された将来像、テーマの方向性等に 
ついてアンケート調査を実施 

 
＜対象＞市民、大学生、高校生、 

ＪＲ新見駅・美術館利用者等 

令
和
３
年
度 

検討委員会・ワーキンググループ 今
後
の
検
討 

令和２年

８月～ 

令和２年

12 月 

～ 

令和３年

３月 

令和３年

６月 

検討委員会・ワーキンググループ 



 

 
 
 
 
 

新見駅周辺まちづくり基本方針（案） 

～みんなにやさしい みんながたのしい みらいにつなげるまちづくり～ 

 

 

［ 資 料 編 ］ 



 

 

  



1 

18-24歳
74 25-34歳

89

35-44歳
97

45-54歳
133

55-64歳
165

65-74歳
215

75歳以上
227

新見駅周辺まちづくりに関するアンケート調査結果 

【アンケート調査概要】 

１．調査主体 

・新見市建設部都市整備課

２．調査目的 

・新見駅周辺のまちづくりにおける、基本構想作成に向けた利用者等の意向反映のため

３．調査対象 

①18歳以上の市民 1,000人
※新見市人口を基にした世代別配分調整あり（右図参照）

②新見公立大学生 650人（全学生）
③新見市内全高校生 610人
（岡山県立新見高等学校、岡山県共生高等学校）
④施設利用者
（JR新見駅、新見美術館、新見市役所、
大佐支局、神郷支局、哲多支局、哲西支局） 

４．調査時期 

・令和３年６月

５．調査方法・回収数  

対  象 調査方法 回収数（回収率） 

①一般市民（1,000人） ・郵送による配布・回収 477（47.7％） 

②新見公立大学生 ・WEB による配信・回収 536（82.5％） 

③高校生 ・学校への一括配布・回収 591（96.9％） 

④施設利用者
・常設アンケートの設置による配布、現場回収
・Webによる配信・回収

251（―） 

※次頁以降の集計では、④施設利用者アンケートのうち新見市役所（２）、大佐支局（13）、神郷支局
（0）、哲多支局（4）、哲西支局（8）の計 27名分を①一般市民アンケートに加えて集計している。

【①年齢区分別配布数】
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①単身世帯（一人暮らし）
62

12.3%

②夫婦のみ
132

26.2%③親と子
210

41.7%

④親・子・孫
（三世代同居）

84
16.7%

⑤その他
9

1.8%

無回答
7

1.4%

①高尾、西方地区
132

26.2%

②１以外の新見市内
358

71.0%

③新見市隣接市
町村

3
0.6%

④３以外の岡山県内
市町村

5
1.0%

⑤３以外の岡山県外
市町村

1
0.2% 無回答

5
1.0%

①ほぼ毎日利用
5

1.0%

②週に２，３日
4

0.8%
③月に数回

41
8.1%

④年に数回
137

27.2%
⑤ほとんど利用しない

312
61.9%

無回答
5

1.0%

①ほぼ毎日利用
5

1.0%

②週に２，３日
21

4.2%

③月に数回
62

12.3%

④年に数回
137

27.2%

⑤ほとんど利用しない
271

53.8%

無回答
8

1.6%

② 18～24歳
21

4.2%

③ 25～34歳
30

6.0%

④ 35～44歳
38

7.5%

⑤ 45～54歳
77

15.3%

⑥ 55～64歳
105

20.8%

⑦ 65～74歳
127

25.2%

⑧ 75歳以上
102

20.2%

無回答
4

0.8%
①自営業

85
16.9%

②常勤の勤め人
196

38.9%
③パート・
アルバイト

46
9.1%

④家事専業
46

9.1%

⑤学生等
7

1.4%

⑥高校生
1

0.2%

⑦無職
111

22.0%

⑧その他
5

1.0%

無 回 答
7

1.4%

【アンケート集計結果】 
（１）回答者の基本属性について ①一般市民（新見市役所、各支局回収分含む） 

            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）駅周辺の目的別利用頻度 ①一般市民（新見市役所、各支局回収分含む） 

 

 

 

                                  
 
 
 

  

一般市民 

年 齢 職 業 

家族構成 居住地 

一般市民 
公共交通目的（JR、バス、タクシー等） 飲食、買い物等 

・公共交通、飲食･買い物等の利用について「⑤ほとんど利用しない」が半数以上となっており、通勤等では、自家
用車利用が多いことが推測される。 

・年に数回以上、公共交通、飲食･買い物等の目的で駅を利用している人が４割程度いる。 
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①高尾、西方地区
430

80.2%

②１以外の新見市内
55

10.3%

③新見市隣接市町村
14

2.6%

④３以外の岡山県内市町村
36

6.7%
⑤３以外の岡山県外

市町村
1

0.2%

②常勤の勤め人
1

0.2%

⑤学生等
535

99.8%

① 18歳未満
3

0.6%

② 18～24歳
531

99.1%

③ 25～34歳
1

0.2%

⑤ 45～54歳
1

0.2%

①単身世帯（一人暮らし）
437

81.5%

③親と子
73

13.6%

④親・子・孫
（三世代同居）

25
4.7%

⑤その他
1

0.2%

①ほぼ毎日利用
51

9.5% ②週に２，３回
15

2.8%

③月に数回
210

39.2%

④年に数回
161

30.0%

⑤ほとんど利用しない
99

18.5%

①ほぼ毎日利用
4

0.7%

②週に２，３回
41

7.6%

③月に数回
165

30.8%
④年に数回

99
18.5%

⑤ほとんど利用しない
227

42.4%

 
（１）回答者の基本属性について ②大学生 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）駅周辺の目的別利用頻度 ②大学生 

  
 
 
 

 
 
  
  
 
 
  
 
 

  

大学生 

年 齢 職 業 

家族構成 居住地 

大学生 
公共交通目的（JR、バス、タクシー等） 飲食、買い物等 

・公共交通目的の駅周辺の利用頻度については、「③月に数回」が最も多く 39.2％、続いて「④年に数回」が 30％を
占める。「①ほぼ毎日」という回答が約１割を占める一方、「⑤ほとんど利用しない」が 18.5％を占めている。飲
食･買い物等を目的とした駅周辺の利用頻度は、「⑤ほとんど利用しない」が最多で 42.4％を占めている。 

・一般市民と比較すると公共交通、飲食･買い物等の利用頻度とも高くなっている。 
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① 18歳未満
531

89.8%

② 18～24歳
60

10.2%

⑥高校生
591

100.0%

①単身世帯（一人暮らし）
15

2.5%

③親と子
329

55.7%

④親・子・孫
（三世代同居）

225
38.1%

⑤その他
17

2.9%

無回答
5

0.8%

①高尾、西方地区
99

16.8%

②１以外の新見市内
415

70.2%

③新見市隣接
市町村

32
5.4%

④３以外の岡山県内
市町村

32
5.4%

⑤３以外の岡山県外市町村
10

1.7% 無回答
3

0.5%

①ほぼ毎日利用
150

25.4%

②週に２，３日
16

2.7%

③月に数回
79

13.4%
④年に数回

150
25.4%

⑤ほとんど利用
しない

195
33.0%

無回答
1

0.2%

①ほぼ毎日利用
13

2.2% ②週に２，３日
41

6.9%

③月に数回
87

14.7%

④年に数回
107

18.1%

⑤ほとんど利用しない
341

57.7%

無回答
2

0.3%

 
（１）回答者の基本属性について ③高校生 

  
 
  
 
 
 
 
 

 
 
  
  
 
 
 
 

 
 
 
 
 

（２）駅周辺の目的別利用頻度 ③高校生 

 
 
 
 

 
 
  
   
 
 
 
 
 

  

高校生 

年 齢 職 業 

家族構成 居住地 

高校生 
公共交通目的（JR、バス、タクシー等） 飲食、買い物等 

・公共交通目的の駅周辺の利用頻度については、「①ほぼ毎日」が 25.4％を占める一方、「⑤ほとんど利用しない」
が最多の 33％となっている。飲食･買い物等を目的とした駅周辺の利用頻度は、「⑤ほとんど利用しない」が最多
で 57.7％を占め、「④年に数回」が 18.1％を占める。 

・一般市民と比較すると公共交通利用は高く、通学での利用が推測される。飲食･買い物等の利用頻度は、一般市民
と同様に低い。 
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①ほぼ毎日利用
10

15.4%

②週に２，３日
9

13.8%

③月に数回
19

29.2%

④年に数回
14

21.5%

⑤ほとんど利用しない
12

18.5%

無回答
1

1.5%

①単身世帯
（一人暮らし）

19
29.2%

②夫婦のみ
11

16.9%

③親と子
24

36.9%

④親・子・孫
（三世代同居）

10
15.4%

無回答
1

1.5%

①ほぼ毎日利用
9

13.8%

②週に２，３日
13

20.0%

③月に数回
16

24.6%

④年に数回
9

13.8%

⑤ほとんど利用しない
17

26.2%

無回答
1

1.5%

 
（１）回答者の基本属性について ④-A：JR新見駅利用者 

       
     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）駅周辺の目的別利用頻度 ④-A：JR新見駅利用者 

            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

JR新見駅利用者 

年 齢 職 業 

家族構成 居住地 

公共交通目的（JR、バス、タクシー等） 飲食、買い物等 

JR新見駅利用者 

①高尾、西方地区
18

27.7%

②１以外の新見市内
23

35.4%

③新見市隣接
市町村

4
6.2%

④３以外の岡山県内
市町村

14
21.5%

⑤３以外の岡山県外市町村
5

7.7%

無回答
1

1.5%

①自営業
5

7.7%

②常勤の勤め人
42

64.6%

③パート・
アルバイト

5
7.7%

④家事専業
2

3.1%

⑤学生等
3

4.6%

⑥高校生
1

1.5%

⑦無職
3

4.6%

⑧その他
3

4.6%

無 回 答
1

1.5%

① 18歳未満
1

1.5%

② 18～24歳
9

13.8%

③ 25～34歳
14

21.5%

④ 35～44歳
8

12.3%

⑤ 45～54歳
10

15.4%

⑥ 55～64歳
14

21.5%

⑦ 65～74歳
7

10.8%

⑧ 75歳以上
1

1.5%

無回答
1

1.5%

・公共交通目的での駅周辺の利用頻度は、「③月に数回」が最多となっている。飲食･買い物等を目的とした駅周辺の
利用頻度は、「⑤ほとんど利用しない」が最多であるものの、「③月に数回」と僅差となっている。 

・いずれの目的においても、月に数回以上駅を利用する回答者が半数以上を占める。 
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①自営業
21

13.2%

②常勤の勤め人
53

33.3%
③パート・アルバイト

28
17.6%

④家事専業
23

14.5%

⑤学生等
3

1.9%

⑦無職
24

15.1%

⑧その他
4

2.5%

無 回 答
3

1.9%

①単身世帯
（一人暮らし）

19
11.9%

②夫婦のみ
56

35.2%

③親と子
58

36.5%

④親・子・孫
（三世代同居）

18
11.3%

⑤その他
2

1.3%

無回答
6

3.8%

①ほぼ毎日利用
2

1.3%
③月に数回

7
4.4%

④年に数回
37

23.3%

⑤ほとんど利用しない
106

66.7%

無回答
7

4.4%

①ほぼ毎日利用
2

1.3%

②週に２，３日
6

3.8%

③月に数回
17

10.7%

④年に数回
52

32.7%

⑤ほとんど利用しない
73

45.9%

無回答
9

5.7%

 
（１）回答者の基本属性について ④-B：新見美術館利用者 

             
        

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）駅周辺の目的別利用頻度 ④-B：新見美術館利用者 

             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

新見美術館利用者 

年 齢 職 業 

家族構成 居住地 

公共交通目的（JR、バス、タクシー等） 飲食、買い物等 

新見美術館利用者 

① 18歳未満
2

1.3%

② 18～24歳
1

0.6%

③ 25～34歳
6

3.8%

④ 35～44歳
9

5.7%

⑤ 45～54歳
32

20.1%

⑥ 55～64歳
43

27.0%

⑦ 65～74歳
43

27.0%

⑧ 75歳以上
21

13.2%

無回答
2

1.3%

①高尾、西方地区
20

12.6%

②１以外の新見市内
46

28.9%

③新見市隣接市町村
20

12.6%

④３以外の岡山県内
市町村

63
39.6%

⑤３以外の岡山県外市町村
7

4.4%

無回答
3

1.9%

・いずれも「ほとんど利用しない」が半数以上で最多となっている。 

・一方、年に数回以上駅周辺を利用するという回答は、公共交通目的では約３割、飲食･買い物等目的では約半数を
占める。 



7 

49.2%
49.2%

21.5%
26.2%

10.8%
13.8%

21.5%
21.5%

60.0%

32
32

14
17

7
9

14
14

39

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

⑨高梁川
⑧山の自然・歴史・文化

⑦新見美術館
⑥駅西のまちづくり事業など

⑤趣ある商店街
④歴史的建造物等
③人材の豊富さ

②駅周辺の活用可能な未利用地
①３線が結するJR新見駅

12
7
3
6
5
4
7
6
18

33
28

26
18

4
3
3

24
47

91
70

71
42

13
10

21
63

122

114
70

104
60

15
7

28
52

179

49.6%(250)
34.7%(175)

40.5%(204)
25.0%(126)

7.3%(37)
4.8%(24)

11.7%(59)
28.8%(145)

72.6%

(366)

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

⑨高梁川
⑧山の自然・歴史・文化

⑦新見美術館
⑥駅西のまちづくり事業など

⑤趣ある商店街
④歴史的建造物等
③人材の豊富さ

②駅周辺の活用可能な未利用地
①３線が結するJR新見駅

24歳以下
25～44歳
45～64歳
65歳以上

42.8%
41.5%

36.5%
10.7%

8.8%
11.9%

11.3%
13.8%

51.6%

68
66

58
17

14
19
18
22

82

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

⑨高梁川
⑧山の自然・歴史・文化

⑦新見美術館
⑥駅西のまちづくり事業など

⑤趣ある商店街
④歴史的建造物等
③人材の豊富さ

②駅周辺の活用可能な未利用地
①３線が結するJR新見駅

53.8%
62.9%

16.9%
12.0%

35.9%
12.2%

14.6%
17.4%

59.9%

318
372

100
71

212
72

86
103

354

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

⑨高梁川
⑧山の自然・歴史・文化

⑦新見美術館
⑥駅西のまちづくり事業など

⑤趣ある商店街
④歴史的建造物等
③人材の豊富さ

②駅周辺の活用可能な未利用地
①３線が結するJR新見駅

69.0%
75.2%

5.8%
15.1%

39.7%
14.9%

25.6%
12.1%

42.5%

370
403

31
81

213
80

137
65

228

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

⑨高梁川
⑧山の自然・歴史・文化

⑦新見美術館
⑥駅西のまちづくり事業など

⑤趣ある商店街
④歴史的建造物等
③人材の豊富さ

②駅周辺の活用可能な未利用地
①３線が結するJR新見駅

 

 

  
 
 
  
 
  
 
 
 
 

 
 
 
 
  

 
 
  
 
 
 
 
   
  
 
 
 
  
 

 
 
 
  
  
 
 
 

  

一
般
市
民 

施
設
利
用
者 

１位    ２位     
３位    ４位 

大
学
生 

高
校
生 

JR
新
見
駅 

新
見
美
術
館 

・いずれのアンケートでも「①新見駅」「⑧山の自然・歴史・文化」「⑨高梁川」の選択率が高くなっている。 

・「⑦新見美術館」について、一般市民、施設利用者では選択率が高くなっているが、大学生、高校生では、選択率が
比較的低い。 

（３）ワークショップで出た意見への賛同性 
・問３：現在の新見駅周辺の魅力・強み・資源について、あなたが最も良いと思う点はどこですか。 
（３つ選択） 
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6.3%
30.8%

10.7%
34.6%

13.2%
37.1%

18.9%
37.1%

44.0%

10
49

17
55

21
59

30
59

70

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

⑨災害（水害）への備え
⑧情報発信・PRの不足

⑦公共交通（バス・タクシー）の充実
⑥美術館方面へのアクセスが悪く不便

⑤駅周辺の道路が狭く、ネットワークが悪い
④空き家・空き店舗・空地などが多く、さみしい

③駅裏の遊休地が活かされていない
②新見駅の改善（バリアフリー化）

①利便施設や、待ち時間を過ごす施設が少ない

10.8%
18.7%

39.9%
8.0%

20.1%
48.9%

32.3%
32.5%

88.8%

58
100

214
43

108
262

173
174

476

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

⑨災害（水害）への備え
⑧情報発信・PRの不足

⑦公共交通（バス・タクシー）の充実
⑥美術館方面へのアクセスが悪く不便

⑤駅周辺の道路が狭く、ネットワークが悪い
④空き家・空き店舗・空地などが多く、さみしい

③駅裏の遊休地が活かされていない
②新見駅の改善（バリアフリー化）

①利便施設や、待ち時間を過ごす施設が少ない

8
6
4
2
4
13
6
7
19

13
15
8
17
9

40
19
29

49

31
31

11
56

40
110

53
82

122

49
50

20
93

29
121

54
124

117

20.0%(101)
20.2%(102)

8.5%(43)
33.3%(168)

16.3%(82)
56.3%(284)

26.2%(132)
48.0%(242)

60.9%(307)

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

⑨災害（水害）への備え
⑧情報発信・PRの不足

⑦公共交通（バス・タクシー）の充実
⑥美術館方面へのアクセスが悪く不便

⑤駅周辺の道路が狭く、ネットワークが悪い
④空き家・空き店舗・空地などが多く、さみしい

③駅裏の遊休地が活かされていない
②新見駅の改善（バリアフリー化）

①利便施設や、待ち時間を過ごす施設が少ない

24歳以下
25～44歳
45～64歳
65歳以上

19.0%
27.1%

19.5%
8.1%

30.1%
53.3%

31.1%
28.8%

74.6%

112
160

115
48

178
315

184
170

441

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

⑨災害（水害）への備え
⑧情報発信・PRの不足

⑦公共交通（バス・タクシー）の充実
⑥美術館方面へのアクセスが悪く不便

⑤駅周辺の道路が狭く、ネットワークが悪い
④空き家・空き店舗・空地などが多く、さみしい

③駅裏の遊休地が活かされていない
②新見駅の改善（バリアフリー化）

①利便施設や、待ち時間を過ごす施設が少ない

13.8%
27.7%

15.4%
23.1%

9.2%
46.2%

24.6%
50.8%

64.6%

9
18

10
15

6
30

16
33

42

⑨災害（水害）への備え
⑧情報発信・PRの不足

⑦公共交通（バス・タクシー）の充実
⑥美術館方面へのアクセスが悪く不便

⑤駅周辺の道路が狭く、ネットワークが悪い
④空き家・空き店舗・空地などが多く、さみしい

③駅裏の遊休地が活かされていない
②新見駅の改善（バリアフリー化）

①利便施設や、待ち時間を過ごす施設が少ない

 

  
  
  
  
   
   
 
 
 

 
 

 
 
 
  

 
 
  
 
  
 
 
   
   
 
 
 
  
 

  
  
 
  
  
 
 
 

一
般
市
民 

施
設
利
用
者 

１位    ２位     
３位    ４位 

大
学
生 

高
校
生 

JR
新
見
駅 

新
見
美
術
館 

・いずれのアンケートでも「①利便施設や、待ち時間を過ごす施設が少ない」が最多となっている。その他、共通して
「④空き家・空き店舗・空地等が多くさみしい」「②新見駅の改善（バリアフリー化）」の選択率が高くなっているお
り、課題と考えられている。 

・「⑥美術館方面へのアクセスが悪い」については、一般市民、新見美術館利用者アンケートでは選択率が高く課題と
考えられているが、大学生、高校生アンケートでは課題と考えられていない。 

・大学生は、公共交通の充実の選択率が高く課題と考えられている。 

・問４：現在の新見駅周辺の課題点について、あなたが最も改善した方が良いと思う点は何ですか。 
（３つ選択） 
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32.1%
35.8%

11.9%
28.3%

19.5%
19.5%

31.4%
49.7%

51
57

19
45

31
31

50
79

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

⑧芸術
⑦自然・環境

⑥育児・子育て
⑤人の滞留・集い

④あたたかさ・ゆとり・やさしさ
③やる気･ワクワク･バラエティ（多様性）

②住み心地・住み継ぎ
①未来に向けたまちづくり

2
9
6
9
5
9
14
14

6

11
24
24

14
35
25
40

22
63
48

63
43

58
91

110

23
101

36
23

70
36

118
159

10.5%(53)
36.5%(184)

22.6%(114)
23.6%(119)

26.2%(132)
27.4%(138)

49.2%(248)
64.1%(323)

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

⑧芸術
⑦自然・環境

⑥育児・子育て
⑤人の滞留・集い

④あたたかさ・ゆとり・やさしさ
③やる気・ワクワク・バラエティ（多様性）

②住み心地・住み継ぎ
①未来に向けたまちづくり

24歳以下
25～44歳
45～64歳
65歳以上

2.4%
20.1%

17.9%
38.1%

31.0%
65.5%

59.7%
65.3%

13
108
96

204
166

351
320

350

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

⑧芸術
⑦自然・環境

⑥育児・子育て
⑤人の滞留・集い

④あたたかさ・ゆとり・やさしさ
③やる気・ワクワク・バラエティ（多様性）

②住み心地・住み継ぎ
①未来に向けたまちづくり

8.3%
44.7%

13.7%
35.0%
34.5%

44.2%
48.7%

60.2%

49
264

81
207
204

261
288

356

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

⑧芸術
⑦自然・環境

⑥育児・子育て
⑤人の滞留・集い

④あたたかさ・ゆとり・やさしさ
③やる気・ワクワク・バラエティ（多様性）

②住み心地・住み継ぎ
①未来に向けたまちづくり

13.8%
32.3%

16.9%
36.9%

32.3%
32.3%

53.8%
49.2%

9
21

11
24

21
21

35
32

⑧芸術
⑦自然・環境

⑥育児・子育て
⑤人の滞留・集い

④あたたかさ・ゆとり・やさしさ
③やる気･ワクワク･バラエティ（多様性）

②住み心地・住み継ぎ
①未来に向けたまちづくり

  

  
 
  
  
 
  
 
 
 
  

 
 
  
 
  

 
 
  
  
 
 
 
   
   
 
  
 
  
  

  
  
 
  
  
 
 
 
 

  

一
般
市
民 

施
設
利
用
者 

１位    ２位     
３位    ４位 

大
学
生 

高
校
生 

JR
新
見
駅 

新
見
美
術
館 

・大学生アンケートでは、「③やる気・ワクワク・バラエティ」が最多となっている。新見美術館利用者アンケートで
は、１位が「①未来に向けたまちづくり」、２位が「⑦自然・環境」、３位が「⑧芸術」となっている。 

・その他アンケートでは、「①未来に向けたまちづくり」と「②住み心地・住み継ぎ」が 1 位と２位になっており、い
ずれも将来へつながるキーワードの選択率が高くなっている。 

・問５：将来の新見駅周辺の姿として、望ましいと思うキーワードを選択してください。 
（３つ選択） 
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5
3
3
3
9
15
8
10
3

11

10
12
5
5

21
43

28
38

5
29

27
36

33
20

50
103

56
86

19
90

54
73

38
13

42
108

28
117

33
125

19.0%(96)
24.6%(124)

15.7%(79)
8.1%(41)

24.2%(122)
53.4%(269)

23.8%(120)
49.8%(251)

11.9%(60)
50.6%(255)

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

⑩地域の情報をPRできる空間
⑨散歩やウォーキングコースの案内、集合場所

⑧川でのレクリエーションが楽しめる施設
⑦保育支援をしてくれる施設

⑥勉強、仕事、読書等で静かに過ごせる空間
⑤快適・有意義な待ち時間を過ごせる空間

④お酒や食を味わい楽しめる空間
③若者から高齢者がそれぞれ集い楽しめる空間

②ステージやホール付きの広場
①定期的なイベントが行える広場空間

24歳以下
25～44歳
45～64歳
65歳以上

3.2%
7.5%

17.9%
4.3%

47.0%
69.4%

47.0%
54.5%

22.9%
26.3%

17
40

96
23

252
372

252
292

123
141

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

⑩地域の情報をPRできる空間
⑨散歩やウォーキングコースの案内、集合場所

⑧川でのレクリエーションが楽しめる施設
⑦保育支援をしてくれる施設

⑥勉強、仕事、読書等で静かに過ごせる空間
⑤快適・有意義な待ち時間を過ごせる空間

④お酒や食を味わい楽しめる空間
③若者から高齢者がそれぞれ集い楽しめる空間

②ステージやホール付きの広場
①定期的なイベントが行える広場空間

8.1%
16.8%

23.7%
6.3%

42.8%
55.2%

32.1%
44.2%

34.3%
28.4%

48
99

140
37

253
326

190
261

203
168

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

⑩地域の情報をPRできる空間
⑨散歩やウォーキングコースの案内、集合場所

⑧川でのレクリエーションが楽しめる施設
⑦保育支援をしてくれる施設

⑥勉強、仕事、読書等で静かに過ごせる空間
⑤快適・有意義な待ち時間を過ごせる空間

④お酒や食を味わい楽しめる空間
③若者から高齢者がそれぞれ集い楽しめる空間

②ステージやホール付きの広場
①定期的なイベントが行える広場空間

12.3%
18.5%

21.5%
4.6%

23.1%
55.4%

32.3%
44.6%

15.4%
50.8%

8
12

14
3

15
36

21
29

10
33

⑩地域の情報をPRできる空間
⑨散歩やウォーキングコースの案内、集合場所

⑧川でのレクリエーションが楽しめる施設
⑦保育支援をしてくれる施設

⑥勉強、仕事、読書等で静かに過ごせる空間
⑤快適・有意義な待ち時間を過ごせる空間

④お酒や食を味わい楽しめる空間
③若者から高齢者がそれぞれ集い楽しめる空間

②ステージやホール付きの広場
①定期的なイベントが行える広場空間

11.9%
34.0%

22.0%
3.8%

18.9%
44.0%

16.4%
28.3%

11.9%
42.8%

19
54

35
6

30
70

26
45

19
68

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

⑩地域の情報をPRできる空間
⑨散歩やウォーキングコースの案内、集合場所

⑧川でのレクリエーションが楽しめる施設
⑦保育支援をしてくれる施設

⑥勉強、仕事、読書等で静かに過ごせる空間
⑤快適・有意義な待ち時間を過ごせる空間

④お酒や食を味わい楽しめる空間
③若者から高齢者がそれぞれ集い楽しめる空間

②ステージやホール付きの広場
①定期的なイベントが行える広場空間

 

  
 
 
  
 
  
 
 
 
 

 
 
 
 
  

  
 
  
 
 
 
 
   
   
 

 
  
  
 

  
 
 
  
  
 
 
 
 

  

施
設
利
用
者 

１位    ２位     
３位    ４位 

大
学
生 

高
校
生 

JR
新
見
駅 

新
見
美
術
館 

一
般
市
民 

・全てのアンケートで「⑤待ち時間が過ごせる空間」が最多であり、４割以上が選択している。また、「③若者から高
齢者まで集い楽しめる空間」、「①定期的なイベントが行える広場空間」の選択率が高く求められる空間や施設と考
えられている。 

・大学生、高校生では、「⑥勉強等で静かに過ごせる空間」の選択率が高く、求められる空間や施設と考えられている。 

・問６：新見駅周辺において、どんな空間や施設があったら良いと思いますか。 
（３つ選択） 
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5
5
3
3
7
7
7
4
11
16

13
5
9
10

37
20
25

8

34
36

21
22

49
55

78
59
55

15
95

71

28
46

37
77

98
72

39
24

128
62

13.3%(67)
15.5%(78)

19.4%(98)
28.8%(145)

43.7%(220)
31.3%(158)

25.0%(126)
10.1%(51)

53.2%(268)
36.7%(185)

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

⑩ SNSでの魅力発信
⑨駅前ギャラリーの開催

⑧イルミネーションイベント開催（高梁川）
⑦美術館と連携したアートイベント開催

⑥屋台村のような様々なお店の定期的な出店誘致
⑤快適な滞留空間のデザイン(心地よいベンチの設置)

④学生主体のカフェコーナーの運営
③古本を集めた図書コーナーづくり
②空き家、空き事務所の有効活用

①コンテナ等の設置による広場空間づくり

24歳以下
25～44歳
45～64歳
65歳以上

15.4%
13.8%

26.2%
27.7%

35.4%
33.8%

43.1%
4.6%

27.7%
38.5%

10
9

17
18

23
22

28
3

18
25

⑩ SNSでの魅力発信
⑨駅前ギャラリーの開催

⑧イルミネーションイベント開催（高梁川）
⑦美術館と連携したアートイベント開催

⑥屋台村のような様々なお店の定期的な出店誘致
⑤快適な滞留空間のデザイン(心地よいベンチの設置)

④学生主体のカフェコーナーの運営
③古本を集めた図書コーナーづくり
②空き家、空き事務所の有効活用

①コンテナ等の設置による広場空間づくり

17.0%
13.8%

16.4%
47.8%

18.9%
18.9%
20.8%

8.8%
40.3%

23.3%

27
22
26

76
30
30
33

14
64

37

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

⑩ SNSでの魅力発信
⑨駅前ギャラリーの開催

⑧イルミネーションイベント開催（高梁川）
⑦美術館と連携したアートイベント開催

⑥屋台村のような様々なお店の定期的な出店誘致
⑤快適な滞留空間のデザイン(心地よいベンチの設置)

④学生主体のカフェコーナーの運営
③古本を集めた図書コーナーづくり
②空き家、空き事務所の有効活用

①コンテナ等の設置による広場空間づくり

6.7%
8.0%

31.3%
13.6%

50.7%
31.0%

61.9%
19.2%

33.8%
43.7%

36
43

168
73

272
166

332
103

181
234

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

⑩ SNSでの魅力発信
⑨駅前ギャラリーの開催

⑧イルミネーションイベント開催（高梁川）
⑦美術館と連携したアートイベント開催

⑥屋台村等の様々なお店の定期的な出店誘致
⑤快適な滞留空間のデザイン(心地よいベンチの設置)

④学生主体のカフェコーナーの運営
③古本を集めた図書コーナーづくり
②空き家、空き事務所の有効活用

①コンテナ等の設置による広場空間づくり

12.7%
13.7%

27.7%
14.0%

41.6%
31.5%

47.9%
22.0%

41.3%
38.6%

75
81

164
83

246
186

283
130

244
228

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

⑩ SNSでの魅力発信
⑨駅前ギャラリーの開催

⑧イルミネーションイベント開催（高梁川）
⑦美術館と連携したアートイベント開催

⑥屋台村のような様々なお店の定期的な出店誘致
⑤快適な滞留空間のデザイン(心地よいベンチの設置)

④学生主体のカフェコーナーの運営
③古本を集めた図書コーナーづくり
②空き家、空き事務所の有効活用

①コンテナ等の設置による広場空間づくり

 

  
 
 
  
  
  
 
 
 
 

 
 
   
 
  

 
 
  
 
  
 
 
   
   
 
 
  
  
 

 
 
 
   

  

一
般
市
民 

施
設
利
用
者 

１位    ２位     
３位    ４位 

大
学
生 

高
校
生 

JR
新
見
駅 

新
見
美
術
館 

・「②空き家、空き事務所の有効活用」「①コンテナ等の設置による広場空間づくり」の選択率が高くなっている。 
・新見美術館利用者では、「⑦美術館と連携したアートイベント開催」が最多となっている。 
・新見美術館利用者を除き、「⑥屋台村のようなお店の定期的な出店誘致」の選択率が高く、大学生、高校生は「④学
生主体のカフェコーナーの運営」の選択率が高くなっている。 

・問７：ワークショップで出された、学生や民間事業者が参画する取組アイデアについて、特に魅
力的だと思うものはどれですか。（３つ選択） 
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①自ら進んで参加したい
57

10.6%

②協力を求められれば参加
134

25.0%
③内容次第では参加

272
50.7%

④熱心な人に任せたい
34

6.3%

⑤関心がないので参加しない
39

7.3%

・問８：駅周辺での賑わい・交流創出のための活動について、参加してみたいと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

一般市民 大学生 

高校生 施設利用者 
JR新見駅 

新見美術館 

・日常のこと、地域内での係などのため気持ちと体力に余

裕がない。 

・協力したいが、年齢的に無理になるでしょう。 

・コロナ流行が終息するまでは参加できません  等 

 

自
由
記
入 

なし 自
由
記
入 

・時間があれば 

・家が遠いから参加できない。  等 

 

自
由
記
入 

・既得権益に囚われない活動であると判断できれば参加し

たい。 

・いいものであれば   等 

自
由
記
入 

①自ら進んで参加したい
14

2.8% ②協力を求め
られれば参加

73
14.5%

③内容次第では参加
209

41.5%

④熱心な人に任せたい
137

27.2%

⑤関心がないの
で参加しない

44
8.7%

⑥その他
16

3.2%

無回答
11

2.2%

①自ら進んで
参加したい

62
10.5%

②協力を求められれば
参加
116

19.6%

③内容次第では参加
231

39.1%

④熱心な人に任せたい
90

15.2%

⑤関心がないので
参加しない

81
13.7%

⑥その他
5

0.8%

無回答
6

1.0%

①自ら進んで
参加したい

11
16.9%

②協力を求められれば
参加
14

21.5%③内容次第では参加
23

35.4%

④熱心な人に
任せたい

8
12.3%

⑤関心がないので参加しない
4

6.2%

無回答
5

7.7%

①自ら進んで参加したい
11

6.9%

②協力を求められれば
参加
27

17.0%

③内容次第では参加
54

34.0%
④熱心な人に任せたい

19
11.9%

⑤関心がないので
参加しない

6
3.8%

⑥その他
7

4.4%

無回答
35

22.0%・いずれのアンケートでも「③内容次第で参加」が最多
であった。また、③と「①自ら進んで参加したい」「②
協力を求められれば参加」を合計すると半数以上を占
め、半数以上がまちづくり活動に関して何らかの参加
意向を示している。 

・特に大学生については、①②③を合計すると八割を超
え、他より参加意欲が高いと考えられる。 

・活動に自ら参加したい人は、少数となっており今後、
活動を実行に移していく環境づくりが必要と考えら
れる。 
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・問９：JR新見駅の将来的なあり方について、あなたが望ましいと思うものをお選びください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

一般市民 大学生 

高校生 施設利用者 
JR新見駅 

新見美術館 

・エレベーターの設置、駅のトイレ洋式に替える。 

・駐車場の増設と駐車場への道路の拡張、送迎者のスペー

スの確保 

・高梁駅なみに、増築、改築を行って欲しい   等 

 

自
由
記
入 

・本数の増加 

・店を入れる、マクドナルドを作る 

・らくるっとと電車の時間を合わせる 

・とくとくきっぷの復活       等 

 

自
由
記
入 

・電車の時間を増やす 

・お手洗いや、通路の清潔感を保てたらよいですね。 

・カフェ、勉強できるスペース 

・駅周辺に都会の人も来たくなるような施設の新設。  

 

自
由
記
入 

・ピアノをこの空きスペースに置いてほしい 

・コンビニやカフェの併設 

・美術館と一体化した駅舎整備 

・古い駅舎をあえてアンティークアートっぽくする。  

 

自
由
記
入 

①現状のまま維持
46

9.1%

②駅構内のバリアフリー化
113

22.4%

③駅構内のバリアフリー化+
南北連絡通路の設置

177
35.1%

④駅の橋上化
141

28.0%

⑤その他
15

3.0%

無回答
12

2.4% ①現状のまま維持
56

10.4%

②駅構内のバリアフリー化
241

45.0%

③駅構内のバリアフリー化+
南北連絡通路の設置

127
23.7%

④駅の橋上化
103

19.2%

⑤その他
9

1.7%

①現状のまま維持
139

23.5%

②駅構内のバリアフリー化
191

32.3%

③駅構内のバリアフリー化+
南北連絡通路の設置

123
20.8%

④駅の橋上化
104

17.6%

⑤その他
24

4.1%

無回答
10

1.7%

①現状のまま維持
7

10.8%

②駅構内のバリアフリー化
17

26.2%

③駅構内のバリアフリー化+
南北連絡通路の設置

10
15.4%

④駅の橋上化
23

35.4%

⑤その他
3

4.6%

無回答
5

7.7%

①現状のまま維持
8

5.0%

②駅構内のバリアフリー化
38

23.9%

③駅構内のバリアフリー化+
南北連絡通路の設置

45
28.3%

④駅の橋上化
36

22.6%

⑤その他
6

3.8%

無回答
26

16.4%

・②③④については、属性により多少の差があるものの、
いずれのアンケートでも「②駅構内のバリアフリー
化」「③バリアフリー化+南北連絡通路」「④駅の橋上
化」を合計すると７割を超えており、現状からの改善
を求めた結果となっている。 
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・問 10：新見美術館の将来的なあり方について、あなたが望ましいと思うものをお選びください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般市民 大学生 

高校生 施設利用者 
JR新見駅 

新見美術館 

・現位置のままアクセスの変革、バリアフリー化 

・集客を考えると十分な駐車場を確保できる土地を考えて

移転する方が良い。道が急で冬は行きたくない。 

・増築して、広い展示スペースになったらよいと思う。 等 

 

自
由
記
入 

・アクセス路を増やす 

・エレベーター 

・スタバを近くに作る 

・行ったことがないから知らない  等 

 

自
由
記
入 

・駅から美術館へ遠回りしなくていい道を新たにつくる。 

・美術館を特に推していきたいのであれば、もっと宣伝等

を活発に行う。 

・どうでもいい、興味ない 等 

自
由
記
入 

・今のまま、駅裏との連結。 

・駅からのアクセス(バス)などあるとよいと思う。   

・展示スペースが確保できるなら(今より広い場所)移転も

アリかと思います。    等 

 

自
由
記
入 

①現位置での
リニューアル

218
43.3%

②遊休地等を活用した
駅裏への移転

127
25.2%

③駅前（駅表側）へ
の移転

110
21.8%

④その他
35

6.9%

無回答
14

2.8%

①現位置での
リニューアル

79
49.7%

②遊休地等を活用した
駅裏への移転

23
14.5%

③駅前（駅表側）への移転
22

13.8%

④その他
8

5.0%

無回答
27

17.0%

①現位置での
リニューアル

335
62.5%

②遊休地等を活用した
駅裏への移転

100
18.7%

③駅前（駅表側）
への移転

93
17.4%

④その他
8

1.5%

①現位置での
リニューアル

359
60.7%

②遊休地等を活用した
駅裏への移転

105
17.8%

③駅前（駅表側）
への移転

96
16.2%

④その他
21

3.6%

無回答
10

1.7%

①現位置での
リニューアル

26
40.0%

②遊休地等を活用した
駅裏への移転

16
24.6%

③駅前（駅表側）
への移転

12
18.5%

④その他
7

10.8%

無回答
4

6.2%

・一般市民アンケートについては、「①現位置でのリニュ
ーアル」より「②新見駅裏への移転」と「③駅前への
移転」の移転意見がわずかに上回る結果となってい
る。 

・大学生、高校生アンケートについては、「①現位置での
リニューアル」が最多となり、６割を超えている。 

・JR新見駅利用者アンケートについては、一般市民アン
ケートと同様に①より②③を合計した移転意見がわ
ずかに上回る結果となっている。一方、新見美術館利
用者アンケートでは、①が最多で約半数を占める結果
となっている。 
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